
　

2007年度　九州東海大学　一般入学試験問題
数学 (60分)平成19年2月3日

I 注意事項

1. 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2. 出題科目，ページおよび選択方法は，下表のとおりです。
出 題 科 目 ページ 選 択 方 法
数学 I ・数学A 1～2 左の 2科目のうちから 1科目を選択し，
数学 II・数学B 3～4 解答しなさい。

3. 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので，監督者の指示に従ってそ
れぞれ正しく記入し，マークしなさい。

1© 氏 名 欄 氏名を記入しなさい。

2© 受験番号 受験番号を記入し，さらにその下のマーク欄にマークしな
さい。正しくマークされていない場合は，採点できないこ
とがあります。

3© 解答科目欄 解答する科目を 1つ選び，科目の下の にマークしなさい。
マークされていない場合，または，複数の科目にマークさ
れている場合は，0点となります。

4. 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

II 解答上の注意

1. 問題の文中の 1 ， 2 3 などには，特に指示がないかぎり，数字

(1～0)，符号 (−)が入ります。1，2，3，· · · の一つ一つは，これらのいずれ
か一つに対応します。それらを解答用紙の 1，2，3，· · · で示された解答欄に
マークして答えなさい。

例 1 1 2 3 に−12と答えたいとき

解 答 欄
1 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

2 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

3 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

2. 分数形で解答する場合は，既約分数で答えなさい。符号は分子につけ分母に
つけてはいけません。

例 2
4 5

6
に−3

5
と答えたいときは

−3

5
として

解 答 欄
4 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

5 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

6 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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数学 I・数学A

I 次の 　 の中に最も適する答えを下の選択肢の中から選びなさい。

(1) x =

√
5 + 1√
5− 1

，y =

√
5− 1√
5 + 1

のとき，x2 + y2 = 1 ，x3 − y3 = 2 で

ある。

1 の選択肢 1© 5 2© 7 3© 9 4© 11 5© 13

2 の選択肢 1© 2
√

5 2© 6
√

5 3© 7
√

5 4© 8
√

5 5© 9
√

5

(2) aを定数とする。xの 2次不等式 ax2 − 4x + a + 3 < 0の解がすべての実
数となるとき，aの値の範囲は 3 である。

3 の選択肢 1© a < −4, 1 < a 2© −4 < a < 1 3© −4 < a < 0

4© a < −4 5© a < −1

(3) 0◦ 5 x < 90◦とする。xが等式 3 tan x = 2 cos xを満たすとき
4 sin2 x + 5 sin x− 2 = 0であるから，x = 6 である。

4 の選択肢 1© −2 2© −1 3© 1 4© 2 5© 3

5 の選択肢 1© −2 2© −1 3© 1 4© 2 5© 3

6 の選択肢 1© 0◦ 2© 30◦ 3© 45◦ 4© 60◦ 5© 90◦

(4) 6人を 3人ずつ 2組に分ける方法は 7 通りあり，6人をA，Bの 2組に
分ける方法は 8 通りある。ただし，A，Bどちらの組にも，少なくと
も 1人は入っているものとする。

7 の選択肢 1© 10 2© 15 3© 20 4© 30 5© 45

8 の選択肢 1© 31 2© 32 3© 41 4© 62 5© 64
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II 赤玉 4個，白玉 3個，青玉 2個が入っている袋がある。このとき，次の問いに
答えなさい。

(1) この袋の中から 3個の玉を同時に取り出すとき，

(ア) 取り出した玉の色が 1種類になる確率は
9

10 11
である。

(イ) 取り出した玉の色が 3種類になる確率は
12

13
である。

(ウ) 取り出した玉の色が 2種類になる確率は
14 15

16 17
である。

(エ) 取り出される青玉の個数の期待値は
18

19
個である。

(2) この袋から 3個の玉を同時に取り出し，玉を調べてから元に戻すことを 3

回行うとき，

(ア) 取り出した玉の色について，3回のうち 2回が 3種類，1回が 1種類

になる確率は
20

21 22 23
である。

(イ) 各回で取り出した青玉の個数がすべて異なる確率は
24

25 26

である。

III aを実数の定数とする。2次関数 f(x) = x2 + ax + a + 3について，次の問い
に答えなさい。

(1) 放物線 y = f(x)の軸が直線 x = 2のとき，a = 27 28 であり，

頂点の y座標は 29 30 である。

(2) f(x) < 0を満たす xが存在するとき，
aの値の範囲は a < − 31 ， 32 < aである。

(3) f(x) < 0を満たす整数 xが 1，2だけのとき，

aの値の範囲は 33 34 5 a <
35 36

37
である。

(4) 4 < a < 10とする。このとき，放物線 y = f(x)の頂点の x座標 pのとり

うる値の範囲は， 38 39 < p < 40 41 である。したがって，

f(x)の−2 5 x 5 2における最大値が 22のとき，a = 42 であり，最
小値は 43 である。
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数学 II・数学B

I 次の 　 の中に最も適する答えを下の選択肢の中から選びなさい。

(1) 2次方程式2x2+x+3 = 0の2つの解をα，βとすると，2α−1，2β−1を解と
する2次方程式のうち，x2の係数が1であるものはx2+ 1 x+ 2 = 0

である。

1 の選択肢 1© −4 2© −3 3© −1 4© 1 5© 3

2 の選択肢 1© −6 2© −4 3© 6 4© 8 5© 11

(2) 等差数列の第 6項が−14，初項から第 10項までの和が−150であるとき，
第 3 項は 0であり，第 11項から第 20項までの和は 4 である。

3 の選択肢 1© 10 2© 11 3© 12 4© 13 5© 14

4 の選択肢 1© 10 2© 30 3© 50 4© 70 5© 90

(3) aを定数とする。関数 f(x) = x3 − 3x + aの 0 5 x 5 2における最小値が
3であるとき，a = 5 であり，最大値は 6 である。

5 の選択肢 1© 1 2© 2 3© 3 4© 4 5© 5

6 の選択肢 1© 5 2© 6 3© 7 4© 8 5© 9

(4) OA = 3，OB = 4，AB =
√

33である4OABについて，辺ABを 1 : 2に
内分する点をCとする。

−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとすると，~a·~b = 7 であり，

|−→OC| = 8 である。

7 の選択肢 1© −4 2© −3 3© −2 4© −1 5© 0

8 の選択肢 1© √
2 2© √

3 3© 2 4© 2
√

3 5© 4
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II 0 5 x 5 π

2
のとき，関数 f(x) = 5 cos2 x + 6 sin x cos x− 3 sin2 xについて，次

の問いに答えなさい。

(1) f(x)を sin 2x，cos 2xで表すと，

f(x) = 9 sin 2x + 10 cos 2x + 11

である。

(2) (1)より，f(x)は，

f(x) = 12 sin(2x + α) + 13

と表すことができる。ただし，αは，

sin α =
14

15
，cos α =

16

17
，0 < α <

π

2

を満たす。

(3) f(x)は，

x =
π

18
− α

19
のとき，最大値 20 ，

x =
π

21
のとき，最小値− 22

をとる。

(4) f(x)が最大になるとき，sin 2x =
23

24
，cos 2x =

25

26
である。

III kを定数とする。円C : x2 + y2 − 4 + 2k(x− 3y + 2) = 0について，次の問い
に答えなさい。

(1) 円 C が原点を通るとき，円 C の中心は
(

27 28 , 29
)
，半径は√

30 31 である。

(2) 円Cはkの値に関係なく定点A
(

32 33 , 34
)
，B

(
35

36
,

37

38

)

を通る。

(3) 円Cの中心 Pの座標は ( 39 k, 40 k)と表せるから，

Pは直線 y = 41 42 x上にある。また，円Cの半径は，

k =
43

44
のとき最小値

45

√
46 47

48
をとる。

(4) 円Cと x軸が接するとき，k = 49 である。
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解答例

数学 I・数学A

I (1) x + y =

√
5 + 1√
5− 1

+

√
5− 1√
5 + 1

=
(
√

5 + 1)2 + (
√

5− 1)2

(
√

5 + 1)(
√

5− 1)

=
(5 + 2

√
5 + 1) + (5− 2

√
5 + 1)

5− 1
= 3

x− y =

√
5 + 1√
5− 1

−
√

5− 1√
5 + 1

=
(
√

5 + 1)2 − (
√

5− 1)2

(
√

5 + 1)(
√

5− 1)

=
(5 + 2

√
5 + 1)− (5− 2

√
5 + 1)

5− 1
=
√

5

xy =

√
5 + 1√
5− 1

×
√

5− 1√
5 + 1

= 1

したがって

x2 + y2 = (x + y)2 − 2xy = 32 − 2·1 = 7

さらに，上式から

x3 − y3 = (x− y){(x2 + y2) + xy} =
√

5(7 + 1) = 8
√

5

(2) 2次不等式の判別式をDとすると

D/4 = (−2)2 − a(a + 3) = −(a + 4)(a− 1)

x2の係数およびDの符号について，a < 0 かつ D < 0 であるから
−(a + 4)(a− 1) < 0

(a + 4)(a− 1) > 0

ゆえに a < −4, 1 < a

これと a < 0の共通範囲を求めて a < −4

(3) tan x =
sin x

cos x
であるから，与えられた等式は

よって 3· sin x

cos x
= 2 cos x

3 sin x = 2 cos2 x

3 sin x = 2(1− sin2 x)

ゆえに 2 sin2 x + 3 sin x − 2 = 0

(sin x + 2)(2 sin x− 1) = 0

0◦ 5 x < 90◦ より 0 5 sin x < 1 であるから

sin x =
1

2
よって x = 30‹
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(4) 6人を 3人ずつ 2組に分ける方法は，Xに 3人，Yに 3人の 2つの組に分
けることを考え，X，Yの区別をなくすことで求めることができる。

6C3

2!
=

6·5·4
3·2·1 ×

1

2
= 10

6人をA，Bの 2組に分ける方法は 26 = 64 (通り)

これからAだけに入る場合とBだけに入る場合を除いて

64− 2 = 62 (通り)

II (1)(ア) 取り出した玉の色が 1種類であるのは，3個とも赤玉または 3個とも
白玉のときであり，これらは互いに排反であるから，求める確率は

4C3 + 3C3

9C3

=
5

84

(イ) 取り出した玉の色が 3種類であるのは，赤玉，白玉，青玉がそれぞれ
1個のときであるから，求める確率は

4C1 × 3C1 × 2C1

9C3

=
24

84
=

2

7

(ウ) (ア)と (イ)の余事象の確率であるから

1−
(

5

84
+

24

84

)
=

55

84

(エ) 袋の中から個の玉を取り出すとき

青玉 0個の確率は 7C3

9C3

=
35

84
=

5

12

青玉 1個の確率は 2C1 × 7C2

9C3

=
42

84
=

1

2

青玉 2個の確率は 2C2 × 7C1

9C3

=
7

84
=

1

12

したがって，青玉の個数の期待値は

0× 5

12
+ 1× 1

2
+ 2× 1

12
=

2

3

(2)(ア) 3C2

(
2

7

)2

× 5

84
=

5

343

(イ) 3!× 5

12
× 1

2
× 1

12
=

5

48
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III (1) y = x2 + ax + a + 3の軸の方程式は x = − a

2·1 = −a

2
であるから

−a

2
= 2 すなわち a = −4

このとき y = x2 − 4x− 1 = (x− 2)2 − 5

したがって，頂点の y座標は −5

(2) x2の係数は正であるから，f(x) < 0を満たす xが存在するための条件は
D > 0

したがって a2 − 4·1(a + 3) > 0

a2 − 4a− 12 > 0

ゆえに (a + 2)(a− 6) > 0

よって a < −2, 6 < a

(3) f(x) < 0を満たす整数 xが 1，2だけである条件は

f(0) = 0, f(1) < 0, f(2) < 0, f(3) = 0

であるから

f(0) = 0 より a + 3 = 0 すなわち a = −3

f(1) < 0 より 2a + 4 < 0 すなわち a < −2

f(2) < 0 より 3a + 7 < 0 すなわち a < −7

3
f(3) = 0 より 4a + 12 = 0 すなわち a = −3

したがって，共通する aの値の範囲を求めて −3 5 a < −7

3

(4) 頂点の x座標は pは，p = −a

2
であるから

4 < a < 10 のとき −5 < −a

2
< −2 ゆえに −5 < p < −2

−2 5 x 5 2 において，x = 2で最大，x = −2で最小となる．

よって，f(2) = 22 より 22 + a·2 + a + 3 = 22 すなわち a = 5

f(x) = x2 + 5x + 8 であるから，最小値は

f(−2) = (−2)2 + 5·(−2) + 8 = 2
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解 答 欄
1 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

2 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

3 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

4 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

5 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

6 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

7 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

8 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

9 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

10 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

11 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

12 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

13 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

14 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

15 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

16 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

17 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

18 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

19 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

20 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

21 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

22 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

23 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

24 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

25 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

26 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

27 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

28 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

29 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

30 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

解 答 欄
31 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

32 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

33 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

34 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

35 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

36 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

37 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

38 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

39 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

40 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

41 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

42 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

43 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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解答例

数学 II・数学B

I (1) 2次方程式 2x2 + x + 3 = 0の解と係数の関係から

α + β = −1

2
, αβ =

3

2

ここで (2α− 1) + (2β − 1)=2(α + β)− 2

=2×
(
−1

2

)
− 2 = −3

(2α− 1)(2β − 1)=4αβ − 2(α + β) + 1

=4× 3

2
− 2×

(
−1

2

)
+ 1 = 8

よって 2α− 1，2β − 1を解とする 2次方程式の 1つは

x2 − (−3)x + 8 = 0 すなわち x2 + 3x + 8 = 0

(2) 等差数列 {an}の初項を a，公差を dとすると

第 6項が−14であるから a + 5d = −14 · · · 1©
初項から第 10項までの和が−150であるから

1

2
·10(2a + 9d) = −150 すなわち 2a + 9d = −30 · · · 2©

1©， 2©を解いて a = −24，d = 2

よって一般項は an = −24 + (n− 1)·2 = 2n− 26

また，0になる項は 2n− 26 = 0 これを解いて 第 13項

a11 = −4，a20 = 14 であるから，第 11項から第 20項までの和は

1

2
·10(−4 + 14) = 50
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(3) f ′(x) = 3x2 − 3 = 3(x + 1)(x− 1)

f ′(x) = 0 とすると x = −1, 1

f(x)の増減表は，次のようになる．

x 0 · · · 1 · · · 2

f ′(x) − 0 +

極小f(x) a ↘ ↗ a + 2a− 2

よって，この関数は x = 1で最小値をとるので

a− 2 = 3 ゆえに a = 5

このとき，最大値は a + 2 = 5 + 2 = 7

(4) ~aと~bのなす角を θとすると

cos θ =
OA2 + OB2 − AB2

2OA·OB
=

32 + 42 − (
√

33)2

2·3·4 = −1

3

ゆえに ~a·~b = |~a||~b| cos θ = 3·4·
(
−1

3

)
= −4

点CはABを 1 : 2に内分する点であるから
−→
OC =

1

3
(2~a +~b) すなわち |−→OC| = 1

3
|2~a +~b|

ここで |2~a +~b|2 =(2~a +~b)·(2~a +~b)

= 4|~a|2 + 4~a·~b + |~b|2
=4·32 + 4·(−4) + 42 = 36

ゆえに |2~a +~b| = 6

したがって |−→OC| = 1

3
|2~a +~b| = 1

3
× 6 = 2
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II (1) cos2 x =
1

2
(1 + cos 2x)，sin2 x =

1

2
(1− cos 2x)，sin x cos x =

1

2
sin 2x

であるから

f(x) = 5 cos2 x + 6 sin x cos x− 3 sin2 x

= 5× 1

2
(1 + cos 2x) + 6× 1

2
sin 2x− 3× 1

2
(1− cos 2x)

= 3 sin 2x + 4 cos 2x + 1

(2) sin α =
4

5
，cos α =

3

5
とおくと

(
0 < α <

π

2

)

f(x) = 3 sin 2x + 4 cos 2x + 1

= 5

(
3

5
sin 2x +

4

5
cos 2x

)
+ 1

= 5(sin 2x cos α + cos 2x sin α) + 1

= 5 sin(2x + α) + 1

(3) 0 5 x 5 π

2
より 0 5 2x 5 π

すなわち α 5 2x + α 5 π + α

したがって，f(x)は

2x + α =
π

2
すなわち x =

π

4
− α

2
のとき最大値をとり，

2x + α = π + α すなわち x =
π

2
のとき最小値をとる．

よって 最大値は 5 sin
π

2
+ 1 = 6

最小値は 5 sin(π + α) + 1 =−5 sin α + 1

=−5× 4

5
+ 1 = −3

(4) f(x)が最大となるのは，2x + α =
π

2
のときであるから

sin 2x = sin
(π

2
− α

)
= cos α =

3

5

cos 2x = cos
(π

2
− α

)
= sin α =

4

5
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III (1) 円C : x2 + y2 − 4 + 2k(x− 3y + 2) = 0が原点を通るから

x = 0，y = 0を代入して −4 + 4k = 0 すなわち k = 1

このとき x2 + y2 + 2x− 6y = 0

ゆえに (x + 1)2 + (y − 3)2 = 10

よって円Cの中心は (−1, 3)，半径は
√

10

(2) x2 + y2 − 4 + 2k(x− 3y + 2) = 0 · · · 1©
が kについての恒等式となるための条件は

x2 + y2 − 4 = 0，x− 3y + 2 = 0

これを解いて (x, y) = (−2, 0)，
(

8

5
,

6

5

)

このとき， 1©は kの値にかかわらず成り立つ．

したがって，円Cは，kの値にかかわらず定点 (−2, 0)，
(

8

5
,

6

5

)
を通る．

(3)
x2 + y2 − 4 + 2k(x− 3y + 2) = 0

ゆえに (x + k)2 + (y − 3k)2 = 10k2 − 4k + 4 · · · 2©
よって，中心 Pの座標は (−k, 3k)

x = −k，y = 3k とおく．これから Pは直線 y = −3x上にある．

また，10k2 − 4k + 4 = 10

(
k − 1

5

)2

+
18

5
であるから

半径は，k =
1

5
のとき最小値

√
18

5
=

3
√

10

5
をとる．

(4) 円Cと x軸が接するとき，円Cの中心の y座標と半径について

2©より |3k| = √
10k2 − 4k + 4

ゆえに 9k2 = 10k2 − 4k + 4

すなわち k2 − 4k + 4 = 0

よって k = 2
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解 答 欄
1 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

2 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

3 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

4 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

5 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

6 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

7 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

8 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

9 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

10 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

11 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

12 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

13 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

14 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

15 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

16 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

17 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

18 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

19 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

20 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

21 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

22 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

23 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

24 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

25 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

26 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

27 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

28 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

29 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

30 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

解 答 欄
31 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

32 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

33 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

34 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

35 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

36 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

37 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

38 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

39 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

40 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

41 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

42 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

43 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

44 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

45 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

46 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

47 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

48 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

49 – 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0


